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○睡眠障害研究 
 睡眠障害研究については、堀忠雄所長を中心とし、不眠や睡眠時無呼吸症候

群（SAS）に関する調査、睡眠環境の相談・カウンセリング事業などを昨年度
に引き続いて実施した。 
また、明神館脳神経外科と協力して作成している「ムズムズ脚症候群」患者

のデータベースを分析し、7月に行われた日本睡眠学会で発表した。さらに、睡
眠時無呼吸症候群（SAS）患者のうち、軽度または中等度の患者において、い
びきや無呼吸は体位依存性が強いことに着眼し、横向き用自動昇降枕の使用効

果調査を開始した。この結果については平成 23年度日本睡眠学会で発表予定で
ある。 
○脳卒中・血管内治療研究 
脳卒中・血管内治療研究グループについては、脳神経センター大田記念病院

と協同し、脳卒中患者の臨床情報を蓄積した「脳卒中データバンク」を用いた

臨床研究などを実施した。脳卒中の主要な国際学会の一つであり、採択率が 3
割程度とされる international stroke conferenceにて、二題の演題を発表する
ことができた。 
 
○高齢者保健医療福祉助成事業 
 今年度は、リーマンショック以降の景気後退、極端な円高傾向により、事業

費が大幅に減少した影響を受けて、本事業の実施は見送った。 
 
○市民健康啓発事業 
市民を対象とした啓発事業を継続して実施した。11月に自動車事故対策機構、

2月には愛媛県越智郡上島町健康推進課からの依頼で堀所長が睡眠衛生に関す
る講演を行った。また、同じく 2月に神辺商工会議所において「長生きの秘訣
とは」という演題で大田理事長が講演を行った。この啓発事業は平成 23年度も
すでに数件申込が入るなど、参加者から好評を得ており、引き続き実施する予

定である。 
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